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公益財団法人 アジア女性交流・研究フォーラム 
 

Ⅰ 法人の概要（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

 １ 所在地 

    北九州市小倉北区大手町 11 番 4 号 

 ２ 設立年月日 

    平成 2 年 10 月 20 日（平成 25 年 4 月 1 日 公益財団法人化） 

 ３ 代表者 

    理事長  堀内 光子 

 ４ 基本財産 

    329,246 千円 

 ５ 北九州市の出捐金 

    300,000 千円（出捐の割合 91.1％） 

 ６ 役職員数 

  人     数 

  合 計 うち本市からの派遣 うち本市退職者 うちその他 

役 員  8 人 0 人 1 人  7 人 

 常 勤  1 人 0 人 1 人  0 人 

 非常勤  7 人 0 人 0 人  7 人 

職 員 42 人 6 人 1 人 35 人 

 ７ 市からのミッション 

  ① 日本及び他のアジア諸国の男女共同参画に関する調査研究、国際交流、情報収集・発信等を

通じて、日本及び他のアジア諸国の女性の地位向上及び男女共同参画社会の形成の推進を図り、

相互の発展に寄与する。 

  ② 団体が有する国際的視点を備えた高い専門性や知識・情報、人的ネットワークなどを活用し、

女性が活躍できる経済社会の実現など、本市における男女共同参画社会の形成の推進に寄与す

る。 

 

Ⅱ 平成 26 年度事業実績 

《公益Ⅰ事業：日本及びアジア地域のジェンダー問題に関する調査研究、国際交流等を通じて女性の

地位向上を図る事業》 

 1990（平成 2）年 10 月に設立、1993（平成 5）年 10 月に労働省（現厚生労働省）の認可を受け財団

法人となり、2013（平成 25）年 4 月 1日に公益財団法人に移行したアジア女性交流・研究フォーラム

（ＫＦＡＷ）は、国際婦人年以降の目標である「平等・開発・平和」の達成のため、これまでさまざ

まな活動を展開してきた。 

 平成 26 年度は、当財団で初めて国連会議の誘致を行い、12 月 3 日から 5 日までの 3 日間「国連ジ

ェンダー統計専門家会合」を北九州市立男女共同参画センター・ムーブで実施した。その専門家会合
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を踏まえ、「第 25 回アジア女性会議－北九州」を開催した。 

 また、北九州市と姉妹都市である韓国・仁川広域市両市の女性団体の交流を促進するため、北九州

市の女性団体が仁川広域市を訪問し、ジェンダー関連組織・施設への訪問やセミナーへの参加などを

行うとともに、海外通信員を招へいし、ワールドリポートの開催や交流事業を実施した。 

 さらに、「女子学生のためのキャリア形成」をテーマとした出前講座プログラムを作成し、市内大学

5 校において講義を実施したほか、国際協力とジェンダーをテーマとしたスタディツアーを実施した。 

【調査研究事業】 

 調査・研究事業では、研究員研究、ＫＦＡＷ客員研究員による調査研究、ＫＦＡＷアジア研究者ネ

ットワーク活動を行い、調査研究活動を充実させるとともに、プログラム開発やセミナーなどの開催

による研究成果の発信を行った。実施した調査研究結果や外部の専門家による研究成果を広く共有・

発信し、ネットワーク化を図り、実践的なプログラム開発に生かし、男女共同参画社会づくりに貢献

した。 

  (1) 研究員研究 

  (2) 客員研究員研究 

  (3) ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク活動 

【交流・研修事業】 

 平成 26 年度は、当財団で初めて国連会議の誘致を行い、12 月 3 日から 5 日までの 3 日間「国連ジ

ェンダー統計専門家会合」を北九州市立男女共同参画センター・ムーブで実施した。その専門家会合

を踏まえ、「女性の働き方としての起業」と題し、「第 25 回アジア女性会議－北九州」を開催し、国連

ジェンダー統計専門家会合参加者も参加し、より国際色豊かな女性会議となった。 

  (1) 「アジア女性会議－北九州」等の国際セミナーの開催 

  (2) 海外拠点ネットワークの形成 

  (3) 海外派遣 

  (4) スタディツアー 

【情報収集・発信事業】 

 情報誌『Asian Breeze』の発行、ＫＦＡＷホームページの更新、海外通信員事業を実施して、アジ

ア・太平洋諸国を中心とした海外について情報の収集や発信に努めた。 

  (1) 情報誌『Asian Breeze』等の発行 

  (2) 海外通信員事業 

【国際研修事業：ＪＩＣＡ研修 行政官のためのジェンダー主流化政策 2014】 

 開発途上国における各分野の女性の地位向上や男女共同参画社会の実現を目指し、ジェンダー主流

化を立案、推進することのできる行政官を育成することを目的に、独立行政法人国際協力機構（ＪＩ

ＣＡ）九州国際センターの委託を受け、国際研修「行政官のためのジェンダー主流化政策 2014」を実

施した。 

 

《公益Ⅱ事業：男女共同参画に関する事業を通して男女共同参画社会の形成を図る事業》 

 アジア女性交流・研究フォーラムは、平成 23 年度から北九州市立男女共同参画センター・ムーブに

加え、北九州市立東部勤労婦人センター（レディスもじ）および北九州市立西部勤労婦人センター（レ
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ディスやはた）の管理運営等を指定管理者として行っている。平成 26 年度も引き続き、北九州市立男

女共同参画センターの管理運営で培ったこれまでの経験や東部及び西部勤労婦人センターの実績や地

域との関係を踏まえ、男女共同参画社会の推進を担う拠点施設 3 館を有機的に連携させながら各種事

業を実施した。 

【指定管理事業】 

  (1) 男女共同参画センター管理運営業務 

    男女共同参画社会の形成に向けて、各種男女共同参画事業等を実施するとともに、「ムーブフ

ェスタ 2014」の開催、相談事業、情報事業、施設管理業務を行った。 

   ア 男女共同参画事業 

    ① ジェンダー問題講座 

    ② 就業支援講座 

    ③ 生活技術講座 

    ④ 市民活動支援・連携事業 

    ⑤ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業 

    ⑥ ムーブフェスタ 2014 

    ⑦ 相談事業 

   イ 情報事業 

    ① 情報収集提供事業 

    ② 調査研究事業 

    ③ 広報事業 

   ウ 施設管理業務 

    ① 施設維持管理業務 

    ② 貸室業務 

    ③ その他 

  (2) 勤労婦人センター管理運営業務 

    男女共同参画社会の形成に向けて、各種男女共同参画事業等を実施するとともに、開館記念

行事の開催や、施設の管理業務を行った。 

   ア 勤労婦人センター事業業務 

    ① 男女共同参画事業 

    ② 就業支援講座 

    ③ 生活技術講座 

    ④ 市民活動支援・連携事業 

    ⑤ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業 

    ⑥ 開館記念行事 

    ⑦ 相談事業 

    ⑧ 情報提供事業 

   イ 勤労婦人センター管理業務 

    ① 施設維持管理業務 
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    ② 貸室業務 

【自主事業】 

  (1) 男女共同参画センター自主事業 

   ア 男女共同参画講座（再掲） 

   イ 就業支援講座（再掲） 

   ウ 生活技術講座（再掲） 

   エ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業（再掲） 

  (2) 勤労婦人センター自主事業 

   ア 就業支援講座（再掲） 

   イ 生活技術講座（再掲） 

   ウ リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業（再掲） 

 

《その他Ⅰ事業：北九州市大手町ビル維持管理事業》 

 北九州市大手町ビル（北九州市立男女共同参画センター以外）の施設・設備の保守点検及び修繕に

よる維持管理、並びに光熱水使用の管理を行うとともに、北九州市大手町ビルの入居団体との施設の

維持管理、防災、環境などに関する連絡、調整を行った。 

 

《その他Ⅱ事業：北九州市立男女共同参画施設の公益目的外の貸与事業》 

 北九州市立男女共同参画センター及び北九州市立勤労婦人センター（東部・西部）において指定管

理事業の一環として、公益目的以外に使用する団体等に施設の貸与を行った。 

 

《法人事業》 

 理事会・評議員会の開催や、フォーラムサポーターや賛助会員の募集により、公益財団法人の適正

な運営を行うとともに、円滑な情報処理ができるよう、事務所内の情報システムの管理を行った。 

  (1) 理事会・評議員会の開催 

  (2) フォーラムサポーター活動の推進及び賛助会員の拡充 

  (3) 情報システム管理事業 
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Ⅳ 平成 27 年度事業計画 

 アジア女性交流・研究フォーラム（ＫＦＡＷ）は、これまで女性の地位向上及び男女共同参画社会

の実現に貢献するために、さまざまな事業を展開してきた。平成 27 年度においても、「公益財団法人

アジア女性交流・研究フォーラム実施計画」（以下「ＫＦＡＷ実施計画」という）及び「第 3 次北九州

市男女共同参画基本計画」（以下「第 3 次基本計画」という）を踏まえ、日本及び他のアジア諸国を対

象に 

 １．ジェンダー主流化 

 ２．女性のあらゆる分野でのエンパワーメント及び意思決定過程への参画 

 ３．固定的な男女の役割分担の意識の解消 

 ４．女性に対する暴力の根絶 

等の視点に立って、これまで以上にジェンダー問題の解決に向けた「市民をはじめ不特定多数の利益

の増進に寄与する」公益目的事業を実施し、日本及び他のアジア諸国の女性の地位向上及び男女共同

参画社会の形成を推進する。 

 

【公益Ⅰ事業】 日本及びアジア地域のジェンダー問題に関する調査研究、国際交流等を通じて女性

の地位向上を図る事業 

 １ 事業概要 

   日本及び他のアジア諸国の女性の地位向上及び男女共同参画社会の形成の推進を目的に、平成

27 年度においても、これまでの活動実績を踏まえ、各分野で多様な市民ニーズを的確に捉え、時

宜にかなったテーマを選定し、事業の展開を図る。 

   具体的には、調査研究事業、交流・研修事業、情報収集・発信事業、国際研修事業を実施し、

女性の地位向上及び男女共同参画社会の形成を推進する。 

 

 ２ 業務概要 

  (1) 調査研究事業 

    研究員研究、客員研究員研究、ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク活動等により、調査研究

活動を充実させるとともに、プログラム開発、セミナーなどの開催を通して、研究の成果を広

く国内外と共有し、北九州市及び近郊地域、日本及び他のアジア諸国における男女共同参画社

会の実現に貢献する。 

   ① 研究員研究 

    (ｱ) 研究員研究 

      ＫＦＡＷ研究員により、「ＫＦＡＷ実施計画」及び「第 3 次基本計画」を踏まえた研究を

行う。 

    (ｲ) 研究成果の発信 

      ＫＦＡＷの研究員および客員研究員による研究報告会を開催する。 

    (ｳ) 研究誌の刊行  

      『アジア女性研究』を刊行し、Journal of Asian Women’s Studies への論文掲載を行う。 
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   ② 客員研究員研究 

     2 組程度の客員研究員を平成 27 年度も公募し、平成 26 年度からの 2 組の客員研究員と共

に、調査研究を委託し、調査研究活動の強化と充実を図る。 

     平成 27 年度の客員研究員のテーマについては、前年度と同様に「ＫＦＡＷ実施計画」及び

「第 3 次基本計画」を踏まえたものとする。 

   ③ ＫＦＡＷアジア研究者ネットワーク活動 

    (ｱ) アジア研究者によるセミナーの開催 

      北九州市及び近隣のジェンダー関連研究者や実務家等を招聘し、市民向けセミナーを開

催することで、ＫＦＡＷ研究者とのネットワーク拡大を図り、調査・研究基盤の強化を図

るとともに、市民に対してジェンダーに関する最新の状況を提供する。 

    (ｲ) 女子学生のためのキャリア形成プログラム開発 

      女子学生の卒業後の就職や自己実現を支援するために開発した「女子学生のためのキャ

リア形成をテーマとした講座用プログラム」の充実を図り、大学等で女子学生等を対象と

して当該プログラムを活用した講義を実施する。また、平成 27 年度は高等学校等での実施

についても検討を進める。 

  (2) 交流・研修事業 

    「第 26 回アジア女性会議－北九州」や国際セミナーなどを開催する。また、市民とアジア諸

国との交流を通じて、ジェンダーに関する相互理解を深める事業を実施し、国際的視野をもつ

人材の育成を図る。 

    さらに、海外のジェンダー関連組織との恒常的なネットワークを強化する。 

   ① 第 26 回アジア女性会議－北九州 

     フォーラムの主要行事として、日本及び他のアジア諸国・地域の女性たちが抱える問題を

共に考え、これら諸国・地域との相互理解及び国際協力を通じて、日本及び他のアジア諸国

の女性のエンパワーメント及び男女共同参画社会の形成を推進するため、国際会議を行う。 

   ② 国際理解促進事業 

     市民とアジア諸国・地域との交流やセミナー等、ジェンダーに関する相互理解を深める事

業を実施し、国際的視野を持つ人材の育成を図る。 

   ③ 海外拠点ネットワークの形成 

     海外の諸都市にあるジェンダー関連機関（女性センター等）とさまざまな交流を進め、共

通する課題の解決や女性の地位向上、男女共同参画社会の実現に向けて、互いに協力できる

関係を築き、恒常的なネットワークの形成を目指す。 

   ④ 海外派遣事業 

     平成 28 年 3 月にニューヨークで開催される第 60 回国連女性の地位委員会に参加し、国際

的な動向の情報収集やＫＦＡＷの活動や研究成果を発表する。 

   ⑤ スタディツアー 

     アジア地域におけるジェンダー問題に関する取組や女性をとりまく環境を学習するととも

に、国際交流を行うことにより、男女共同参画社会の形成の推進、国際理解、国際協力の促

進につなげるためにスタディツアーを実施する。 
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  (3) 情報収集・発信事業 

    情報誌『Asian Breeze』の発行による情報発信やアジア・太平洋諸国を中心とした海外通信

員からの情報提供により、世界のさまざまな国や地域との情報ネットワークづくりに努めると

ともに、ホームページ等の充実を図る。 

   ① 情報誌「Asian Breeze」等の発行 

     フォーラムの活動や国内外の男女共同参画にかかる情報提供を通じて、ジェンダー問題に

ついての理解を深めるため、フォーラムの情報誌『Asian Breeze』の発行やホームページの

充実を図る。フォーラム活動のＰＲ及び記録用として年間事業報告書「アニュアルレポート」

を作成する。 

   ② 海外通信員事業 

     ジェンダーについて見識のある外国人等を対象に通信員を募集し、自らを取り巻く生活状

況や女性の状況などをリポートしてもらう。提出されたリポートは情報誌『Asian Breeze』

のほか、ＫＦＡＷのホームページに掲載する。 

  (4) 国際研修事業 

    開発途上国における各分野の女性の地位向上や男女共同参画社会の実現を目指し、ジェンダ

ー主流化を立案、推進することのできる行政官を育成することを目的に、独立行政法人国際協

力機構(ＪＩＣＡ)九州国際センターの委託を受け、国際研修「行政官のためのジェンダー主流

化政策 2015」を実施する。 

 

【公益Ⅱ事業】 男女共同参画に関する事業を通じて男女共同参画社会の形成を推進する事業 

 １ 指定管理事業 

  (1) 事業概要 

    アジア女性交流・研究フォーラムは、平成 23 年度から北九州市立男女共同参画センターに加

え、北九州市立東部勤労婦人センター及び北九州市立西部勤労婦人センターの管理運営を指定

管理者として行っている。 

    平成 27 年度も引き続き、北九州市立男女共同参画センターの管理運営で培ったこれまでの経

験や東部及び西部勤労婦人センターの実績や地域との関係等を踏まえ、男女共同参画推進を担

う拠点 3 館を有機的に連携させて、各種事業等を展開していく。 

  (2) 業務概要 

   ① 北九州市立男女共同参画センター管理運営事業 

    (ｱ) 男女共同参画等事業業務 

      若い世代や働く女性、男性を中心に利用層の拡大を図り、他機関との連携もより積極的

にとりながら男女共同参画事業、市民活動等支援・連携事業、相談事業、リプロダクティ

ブ・ヘルス／ライツ事業等を展開し、市民に学習の場や自己開発の機会等を提供する。 

      開館以来続く中核事業である「ムーブフェスタ 2015」については、市民の自主的な研究・

実践活動を積極的に支援する市民企画事業を中心に、各種イベント等を実施するとともに、

市民やグループとの交流・連携を推進し、市民活動の活性化等を図る。なお、平成 27 年度

はムーブ開所 20 周年に当たることから、本フェスタを記念事業として位置づけ、記念式典
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の開催や記念誌の発行等を実施する。 

      また、平成 27 年度も引き続き、第 5 期目となる次世代女性リーダー養成講座を開催し、

充実を図るとともに、働きづらさを抱える女性や仕事と育児の両立に不安を抱える主婦、

再就職を考えているがなかなか踏み切れない女性等を対象とした講座も各種充実し、女性

のキャリアアップ、就業継続、再就職を積極的に支援する。 

      また、3 年目を迎える介護に取り組む男性を支援する「ケアメン養成講座」や男性相談

員による男性のための相談事業等の男性を対象とした事業についても引き続き実施し、更

なる充実を図る。 

    (ｲ) 情報業務 

      ジェンダー（社会的性別）問題に関する国内外の図書・資料の充実を図る。また、ホー

ムページやフェイスブックによる講座や事業、男女共同参画に関する情報等の提供の充実

を図る。 

      男女共同参画社会の形成の推進を図るための調査・研究を行う市民・研究者への支援を

行うとともに、ジェンダー問題に関する刊行物や『ムービング』、『カティング・エッジ』

などの情報誌を発行する。 

      また、平成 26 年度発行のムーブ叢書『北九州市の男女共同参画統計データ集 2014』に

関する講演会等を行うとともに、ムーブ開所 20 周年記念事業として、男女共同参画に関す

る川柳コンテストを実施する。 

    (ｳ) 管理業務 

      北九州市立男女共同参画センターの施設・設備について、環境にも配慮しながら充実を

図るとともに、より円滑な管理運営に努め、安全で快適な施設を提供する。 

      また、一般市民、団体等に自主的な活動の場として、施設の設置条例等に基づき、施設

の貸与を行う。 

  ② 北九州市立勤労婦人センター（東部・西部）管理運営事業 

    (ｱ) 男女共同参画等事業業務 

      男女共同参画推進の地域拠点として、男女共同参画支援事業、就業支援事業、相談事業、

リプロダクティブ・ヘルス／ライツ事業などを地域に密着して実施する。資格取得講座等

を中心とした就業支援講座など、従来行ってきた事業メニューについては引き続き提供し

ていくとともに、すべての事業に男女共同参画の視点を取り入れ、事業の充実を図る。 

      また、開館記念行事として、記念講演会を実施するとともに、市民活動の発表会等を行

う。 

      さらに、ムーブフェスタにおける勤労婦人センターのＰＲや男女共同参画センターの出

版物等を活用した事業の実施など 3 館が連携した事業を推進していくこととする。 

    (ｲ) 情報業務 

      女性に関する情報、就職に関する情報及び勤労婦人センターや男女共同参画センターの

事業に関する情報など、市民にとって有益で活用を図ることのできる情報提供を行う。 

    (ｳ) 管理業務 

      北九州市立勤労婦人センターの施設・設備について、環境にも配慮しながら充実を図る
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とともに、より円滑な管理運営に努め、安全で快適な施設を提供する。 

      また、一般市民、団体等に自主的な活動の場として、施設の設置条例等に基づき、施設

の貸与を行う。 

 

 ２ 自主事業 

   男女共同参画社会の形成と個人の能力向上および就業支援を目的に、受講料等を徴収し、資格

取得・能力向上等を目指す講座や検定試験等を、北九州市立男女共同参画センター、北九州市立

東部勤労婦人センター、北九州市立西部勤労婦人センターで実施する。 

 

【その他Ⅰ事業】 北九州市大手町ビル維持管理事業 

 北九州市大手町ビル（北九州市立男女共同参画センター以外）の施設・設備の保守点検及び修繕に

より維持管理するとともに、光熱水使用の管理を行う。 

 また、北九州市大手町ビルの入居団体との施設の維持管理、防災、環境等に関する連絡・調整を行

う。 

 

【その他Ⅱ事業】北九州市立男女共同参画センター等の公益目的以外の貸与事業 

 北九州市立男女共同参画センター及び北九州市立勤労婦人センター（東部・西部）において、指定

管理事業の一環として、公益目的以外に使用する団体等に施設の貸与を行う。 

 

【法人事業】 

 以上の事業を適正に推進するため、評議員会・理事会の開催をはじめ、法人の管理・運営のための

業務を行う。 
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Ⅵ 役 員 名 簿 等 

 １ 役 員 名 簿 

平成 27 年 7 月 1 日現在 

役 職 名 氏    名 備    考 

理 事 長 堀 内 光 子 
(公財)アジア女性交流・研究フォーラム理事長 

文京学院大学客員教授 

専 務 理 事 西 本 祥 子 
(公財)アジア女性交流・研究フォーラム専務理事 

北九州市立男女共同参画センター所長 

理 事 小  川  健 一 郎 公益財団法人北九州ＹＭＣＡ理事長 

〃 北 野 久 美 北九州市保育士会会長 

〃 窪 田 由 紀 名古屋大学教授 

〃 田 村 慶 子 北九州市立大学教授 

〃 湯 淺 墾 道 情報セキュリティ大学院大学教授 

監 事 西 妻 安 治 株式会社福岡銀行常務取締役北九州本部長 

〃 松 原 英 治 北九州市会計室長 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages false
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages false
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages false
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


